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自分たちのまちは、自分たちで守る !!

　11月 12日、長洲校区まちづくり推進協議会（森下好勝代
表）は、長洲小学校で校区の自主防災訓練を実施しました。
　これは、防災体制の強化と住民の防災意識の高揚を図るこ
とを目的として行われたものです。この日は、校区住民や消
防団員など約 150人が参加して、放水訓練や心肺蘇生法訓
練を行いました。参加者は、消防団員の指示の下、緊張感を
持って訓練を行っていました。
　なお、この日は、他の３校区でも訓練が行われました。

～校区まちづくり推進協議会が自主防災訓練を実施～
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平
成
17
年
度
決
算

　

歳
入
と
は
、
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ

と
で
、大
き
く
２
つ（
自
主
財
源
と
依
存
財
源
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

〔
自
主
財
源
〕　

町
税
な
ど
、
町
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
財
源（
自
主
財
源
）

は
30
億
４
、９
９
３
万
円
で
、
全
体
の
54
・
１

％
と
な
り
半
分
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

〔
依
存
財
源
〕　

国
が
集
め
た
税
金
な
ど
を
一

定
の
割
合
で
町
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税
、

決
め
ら
れ
た
使
い
道
の
た
め
に
補
助
さ
れ
る

一
般
会
計　

７
、１
９
７
万
円
を
積
立
金
や
繰
越
金
へ

特
別
会
計　

下
水
道
会
計
18
億
３
、７
９
９
万
円
の
赤
字

　

こ
の
１
年
間
、
町
の
将
来
像「
人
が
輝
き
、
心
ふ

れ
あ
う
豊
か
な
ま
ち
」を
目
指
し
て
、
各
種
の
施
策
・

事
業
が
展
開
さ
れ
、
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月
議
会
定
例
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
町
の
昨
年
１
年

間
の
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
・
県
支
出
金
な
ど
の
収
入（
依
存
財
源
）
が

25
億
９
、２
７
２
万
円
で
、
全
体
の
45
・
９
％

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入　

総
額
56
億
４
、２
６
５
万
円　

う
ち
自
主
財
源
は
５
割

〔
義
務
的
経
費
〕　

人
件
費
、
公
債
費（
借
金
の

返
済
に
使
わ
れ
る
経
費
）、
扶
助
費（
生
活

保
護
・
児
童
・
老
人
・
障
害
者
な
ど
の
福
祉

に
使
わ
れ
る
経
費
）な
ど
の
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
経
費（
義
務
的
経
費
）
に
使
わ
れ
た

お
金
は
、
22
億
８
、５
８
２
万
円
で
全
体
の

41
・
０
％
を
占
め
ま
し
た
。

〔
投
資
的
経
費
〕　

道
路
や
施
設
建
設
な

ど
に
使
わ
れ
る
経
費（
投
資
的
経
費
）

は
、
１
億
６
、１
１
４
万
円
で
全
体
の
２
・
９

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
そ
の
他
の
経
費
〕　

繰
出
金（
特
別
会
計
へ
の

支
出
）、
物
件
費（
賃
金
・
旅
費
・
備
品
購
入

費
な
ど
）、
補
助
費
な
ど（
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
な
ど
）
の
そ
の
他
の
経
費
は
、
31

億
２
、３
７
２
万
円
で
全
体
の
56
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出　

総
額
55
億
７
、０
６
８
万
円　

う
ち
義
務
的
経
費
が
約
４
割
占
め
る

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入（
町
に
入
っ
て

き
た
お
金
）
は
56
億
４
、２
６
５
万
円
、
こ

れ
に
対
し
歳
出（
町
が
使
っ
た
お
金
）
は
55

億
７
、０
６
８
万
円
と
な
り
、
歳
入
か
ら
歳

出
を
差
し
引
い
た
差
引
額
は
、
７
、１
９
７
万

円
で
し
た
。
こ
の
差
引
額
か
ら
、
一
般
家

庭
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
に

１
、０
０
０
万
円
、
減
債
基
金
に
１
、０
０
０
万

円
が
積
立
て
ら
れ
、
そ
の
他
は
翌
年
度
へ
の

一
般
会
計
の
ま
と
め

繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
長
期
債

務
で
あ
る
町
債（
借
金
）

の
年
度
末
残
高
は
、
約
63

億
７
、５
３
８
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
億
３
、２
１
３
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

〔決算〕
　決算とは、私たち
が納めた税金、国や
県からの補助金、そ
して町債（借金）など
を主な収入源とした
お金が、学校の運営
や道路の整備、福祉
の充実など私たちの
身近な生活の中でど
のように生かされた
か、その収支と使い
方をまとめたもので
す。

　

町
税
は
、
私
た

ち
住
民
が
町
に
直

接
納
め
る
税
金
で
、

町
の
歳
入（
収
入
）

の
中
で
34
・
１
％
を

占
め
る
大
き
な
収
入

で
す
。
過
去
３
年
間

の
町
税
収
入
は
表
の

と
お
り
で
、
平
成
17

年
度
の
税
収
は
、
前

年
度
と
比
べ
る
と

１
億
８
、７
７
４
万

円
と
大
き
く
減
収

し
ま
し
た
。
こ
の
大

き
な
要
因
は
町
民
税

（
法
人
分
）の
減
収
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
税
の
徴

収
率
は
91
・
７
％
と

な
り
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
０
・
１
％
上

昇
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
の
額
は
…

〔町税の内訳・推移〕

税　　目 平成15年度 平成16年度 平成17年度
平成17年度徴収率 町民1人

あたり現年度課税分 滞納繰越分 合計
町 民 税 5億 644万円 7億 4,393万円 5億 6,487万円 99.3% 12.4% 92.7% 31,892円
固定資産税 12億 4,031万円 12億 3,322万円 12億 2,730万円 99.2% 5.6% 90.8% 69,292円
軽自動車税 3,092万円 3,259万円 3,352万円 97.1% 11.9% 85.6% 1,893円
た ば こ 税 9,701万円 1億 71万円 9,702万円 100.0% － 100.0% 5,478円
合　　計 18億 7,468万円 21億 1,045万円 19億 2,271万円 99.3% 7.6% 91.7% 108,555円

　

住
民
１
人
あ
た
り
の
歳
入
は
31
万
８
、５
７

８
円
、
歳
出
は
31
万
４
、５
１
４
円
で
し
た
。

　

歳
出
を
財
源
ご
と
、
歳
出
を
事
業
費
別
に

表
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
１
人
あ
た
り
の
歳
入
と
歳
出

議
会
費　
　

５
、２
９
８
円

総
務
費　

７
１
、３
６
０
円

民
生
費　

６
３
、８
３
１
円

衛
生
費　

３
７
、９
７
２
円

農
林
水
産
費

　
　
　
　

   

７
、９
４
６
円

商
工
費　
　

１
、６
０
０
円

土
木
費　

５
７
、３
０
３
円

消
防
費　
　

２
、６
９
１
円

教
育
費　

２
９
、２
２
７
円

公
債
費　

３
７
、２
８
０
円

そ
の
他　
　
　
　
　

 

６
円

〔
歳
出
〕 

町
税 

１
０
８
、５
５
５
円

地
方
交
付
税 

８
１
、０
７
２
円

国
・
県
支
出
金 

２
０
、６
３
０
円

町
債 

２
１
、１
７
２
円

そ
の
他
の
収
入 

８
７
、１
４
９
円

〔
歳
入
〕 

※
平
成
18
年
３
月
末
現
在
の
人
口

１
７
、７
１
２
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

〔町民の負担と経費の状況〕

区　分 皆さんが負担
したお金

皆さんのために
使われたお金

1人あたり 108,555円 314,514円

議会費 9,384万円（ 1.7%）
総務費 12億 6,393万円（22.7%）
　有明広域行政事務組合負担金 6億 1,307 万円
　情報電算化推進事業 4,533 万円
　地方バス運行等特別対策事業 1,530 万円
　戸籍電算化事業及び
　　 1,582 万円
　一区一創・まちづくり支援事業 180万円
民生費 11億 3,058万円（20.3%）
　支援費支給事業 9,365 万円
　障害者等医療費及び日常生活用具給付事業 3,701 万円
　児童手当給付事業 8,827 万円
　保育事業 3億 4,561 万円
　国民健康保険特別会計繰出金事業 1億 2,284 万円
　介護保険特別会計繰出金事業 1億 9,321 万円
　学童保育事業 1,002 万円
衛生費 6億 7,256万円（12.1%）
　ごみ減量化対策、分別収集・リサイクル推進事業 4,703 万円
　乳幼児医療助成費 2,773 万円
　老人保健対策事業 4,477 万円
　老人保健特別会計繰出金事業 1億 4,236 万円
　５ヶ町清掃施設建設に伴う地域振興策事業 2億 3,642 万円
労働費 1万円 ( － )
災害復旧費 10万円 ( － )

農林水産業費 1億 4,073万円（2.5%）
　土地改良施設維持管理適正化事業 490万円
　金魚と鯉の郷及びきんぎょ村運営事業 2,970 万円
　沿岸漁場保全事業 664万円
商工費 2,834万円（ 0.5%）
　夏まつり補助事業 300万円
　商工振興指導及び活性化推進事業 336万円
　特別小口資金融資事業 75万円
土木費 10億 1,495万円（18.2%）
　道路新設改良事業 5,497 万円
　道路舗装改良事業 503万円
　町営住宅整備事業 711万円
　長洲港湾改修等負担事業 1,189 万円
　長洲港湾施設改修負担事業 300万円
　公共下水道特別会計繰出金事業 8億 4,927 万円
消防費 4,766万円（ 0.9％）
　消防施設等整備事業 300万円
教育費 5億 1,767万円（9.3%）
　外国青年招致事業 490万円
　私立幼稚園就園奨励費交付事業 1,126 万円
　ながす未来館運営事業 3,562 万円
　就学援助事業 907万円
　図書館蔵書整備事業 490万円
公債費 6億 6,030万円（11.8%）

〔目的別歳出決算額と主な事業〕

その他①
分担金及び負担金、使用料
及び手数料、財産収入、繰
越金、寄附金

歳　入

歳入総額
56億4,265万円

町税
19億2,271万円
　34.1％

　その他①
4億1,259万円
　　7.3％

町債
3億7,500万円
　　 6.6％

国県支出金
3億6,540万円
　　6.5％ 町税

19億2,271万円
　34.1％

　その他①
4億1,259万円
　　7.3％

町債
3億7,500万円
　　 6.6％

国県支出金
3億6,540万円
　　6.5％

自依
存

財

源

主

財
源

その他②
地方譲与税、利子割交付金、
地方消費税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金など

その他②
4億1,638万円
　7.4％

その他②
4億1,638万円
　7.4％

地方交付税
14億3,594万円
　　25.5％

地方交付税
14億3,594万円
　　25.5％

　諸収入
3億2,331万円
　5.7％

　諸収入
3億2,331万円
　5.7％

繰入金
3億9,132万円
   6.9％

繰入金
3億9,132万円
   6.9％

歳　出

人件費
12億2,349万円
    22.0％

公債費
6億6,030万円
11.8％

繰出金
13億901万円
23.5％

補助費等
10億6,156万円
19.1％

扶助費
4億203万円
7.2％

物件費
7億1,304万円
12.8％

物件費
7億1,304万円
12.8％

その他
4,011万円
0.7％

人件費
12億2,349万円
    22.0％

公債費
6億6,030万円
11.8％

繰出金
13億901万円
23.5％

補助費等
10億6,156万円
19.1％

扶助費
4億203万円
7.2％

普通建設事業費
災害復旧費
1億6,114万円
2.9％

歳出総額
55億7,068万円

義そ
の

他

の

経 費

務
的

経

費

投資的経費
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
を
も
っ

て
特
定
の
支
出
に
充
て
る
よ
う
な
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め

に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
会
計
の
設
置
は
、
法
律
に
基
づ
く

も
の
の
ほ
か
、
す
べ
て
条
例
に
基
づ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
は
、
平
成
17
年
度
末
現
在
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
浄
化
槽
施
設
整
備
事
業
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
６
つ
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

企
業
会
計
方
式
に
よ
り
経
理
を
お
こ
な
っ

て
い
る
た
め
、
別
に
説
明
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
、
公
共
下
水
道
特
別

会
計
が
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
赤
字
額
は
、
平
成
10
年
度
以
降

年
々
増
え
続
け
、
平
成
15
年
度
決
算
に
お

い
て
累
積
赤
字
額
が
19
億
１
、３
２
３
万

円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度

に
減
少
し
、
ま
た
、
平
成
17
年
度
に
も

３
、６
０
６
万
円
減
少
し
、
累
積
赤
字
額
は

18
億
３
、７
９
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
計
画
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
、

経
営
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

〔特別会計決算〕

会計名 歳　　入 歳　　出 形式収支 地方債残高

国民健康保険 17億 6,095万円 16億 6,860万円 9,235万円 －

老人保健 20億 3,587万円 20億 2,747万円 840万円 －

公共下水道 14億 5,473万円 32億 9,272万円 △ 18億 3,799万円 98億 5,144万円

介護保険 11億 4,920万円 11億 2,570万円 2,350万円 1,030万円

浄化槽施設整備事業 730万円 609万円 121万円 1,770万円

合計 64億 805万円 81億 2,058万円 △ 17億 1,253万円 109億 735万円

※形式収支…当該年度において、歳入から歳出を単純に差し引いた差引額をいいます。

　

水
道
事
業
は
、
特
に
企
業
と
し
て
の
経
済

性
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
一
般
の
官
庁
会
計

と
異
な
っ
た
企
業
会
計
と
い
う
会
計
方
式
に

よ
っ
て
経
理
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の
特
別

会
計
と
は
別
に
企
業
会
計
決
算
と
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
決
算

〔企業会計決算〕

会計名 区　　分 歳　　入 歳　　出 収　　支 備考

水道事業会計
収益的収支 2億 3,540万円 1億 8,986万円 4,554万円 ※１

資本的収支 6,669万円 1億 2,781万円 △ 6,112万円 ※２

※１　ただし、損益計算書では、当年度純利益は、4,203万円です。
※２　収入額が支出額に不足する額 6,112万円は、消費税及び地方消費税資本的
　　収支調整額 1,700万円、損益勘定留保資金 4,412万円で補てんしています。

企業債残高 8億 5,581万円

住民１人あたりに使われたお金
　特別会計の６つの会計より住
民一人あたりに使われたお金は
次のとおりです。
国民健康保険

94,207円

老人保健
114,469円

公共下水道整備
80,096円

介護保険
63,555円

浄化槽施設整備事業
344円

水道事業
17,935円

数
字
で
見
る

町
の
財
産
状
況

　

町
も
、
一
般
家
庭
と
同
じ
く
貯
金
を
し
て

い
ま
す
。
一
般
家
庭
と
違
う
の
は
、
町
で
は

「
基
金
」
と
呼
び
、
用
途
に
応
じ
て
貯
金
を
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
基
金
に
は
、
大
き
く
分

け
て
２
つ
の
種
類
が
あ
り
、
１
つ
は
特
定
の

目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
基
金
を
積

み
立
て
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
（
資
金

積
立
目
的
基
金
）、
も
う
１
つ
は
特
定
の
目

的
で
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
（
定
額
資
金
運
用

目
的
基
金
）。

町
の
貯
金
は
い
く
ら
あ
る
の
？

〔資金積立目的基金〕
財政調整基金 2,379万円
減債基金 8,125万円
社会福祉振興基金 110万円
ふるさと水と土保全基金 807万円
国民健康保険財政調整基金 3,100万円

計 1億 4,521万円

　

町
も
、
一
般
の
家
庭
と
同
様
に
財
産
が
あ

り
、
土
地
、
建
物
の
他
に
、
出
資
に
よ
る
権

利
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
財
産
を
持
っ
て

い
ま
す
。
町
の
財
産
に
は
、
よ
り
よ
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
所
持
す
る
も

の
や
、
公
共
の
た
め
に
必
要
な
団
体
な
ど
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
所
持
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

町
の
財
産
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

〔財産の状況〕
土地 行政財産 488,910㎡

普通財産 154,198㎡

計 643,108㎡

建物 行政財産 70,827㎡
普通財産 －

計 70,827㎡

出資金
県信用保証協
会、県雇用環
境整備協会な
ど

3,464万円

※　行政財産とは、町が行政上の目的のために所有
しているもので、町庁舎やながす未来館などの公
共施設、町道、公園などの土地がこれに該当します。

　　売払いなどの処分を行うことはできないように
なっています。

※　普通財産とは、特定の行政の目的に直ちに用い
られることのないもので、管理処分の結果、財政
収入とすることもできます。

〔地方債残高〕
地方債残高 171億 1,063万円

※　地方債とは、特定の歳出に充てるため地方自治
体が年度を越えて元利を償還する借入金を言いま
す。

　　したがって、借り入れた年度の歳入で返済する
一時借入金は、地方債には含まれません。

住民１人あたりの貯金と借金
　町の財産を住民１人あたりの貯金と借金としてみ
ると次のようになります。

〔貯金〕 8,198円
〔借金〕 96万 6,047円

45
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（９月 30日現在）
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

区　　　分 予　算　額 収  入  済  額 収入率 (%) 区　　分 予　算　額 執  行  済  額 執行率 (%)
町 税 18億 7,371万円 9億 8,801万円 52.7 議 会 費 8,974万円 4,410万円 49.1
地 方 譲 与 税 1億 9,800万円 8,552万円 43.2 総 務 費 9億 9,639万円 4億 5,677万円 45.8
利 子 割 交 付 金 400万円 198万円 49.5 民 生 費 11億 8,694万円 5億 2,289万円 44.1
配 当 割 交 付 金 70万円 104万円 148.6 衛 生 費 4億 6,653万円 2億 3,791万円 51.0
株式譲渡所得割交付金 290万円 1万円 0.3 労 働 費 1万円 1万円 100.0
地方消費税交付金 1億 8,200万円 1億 557万円 58.0 農林水産業費 1億 6,347万円 5,725万円 35.0
自動車取得税交付金 2,300万円 707万円 30.7 商 工 費 2,818万円 1,385万円 49.1
地方特例交付金 3,900万円 3,776万円 96.8 土 木 費 9億 1,293万円 3億 9,588万円 43.4
地 方 交 付 税 16億 7,000万円 10億 7,626万円 64.4 消 防 費 4,837万円 2,365万円 48.9
交通安全対策特別交付金 190万円 112万円 58.9 教 育 費 4億 7,106万円 1億 8,615万円 39.5
分担金及び負担金 1億 1,322万円 4,556万円 40.2 災害復旧費 862万円 282万円 32.7
使用料及び手数料 1億 4,113万円 5,498万円 39.0 公 債 費 6億 4,168万円 2億 2,612万円 35.2
国 庫 支 出 金 1億 4,902万円 3,181万円 21.3 予 備 費 4,867万円 － －
県 支 出 金 2億 4,508万円 2,455万円 10.0
財 産 収 入 1,533万円 348万円 22.7
繰 入 金 3,022万円 0万円 0.0
繰 越 金 1,697万円 1,697万円 100.0
諸 収 入 7,351万円 4,004万円 54.5
地 方 債 2億 8,290万円 － －
合 計 50億 6,259万円 25億 2,173万円 49.8 合 計 50億 6,259万円 21億 6,740万円 42.8

平 成 18年 度　   予 算 執 行 状 況
平 成 18 年 度 一 般 会 計 予 算 執 行 状 況

歳　入（一般会計）

歳　出（一般会計）

歳 入・歳 出（特別会計）

平 成 18 年 度 特 別 会 計 予 算 執 行 状 況
（９月 30日現在）

区　　分
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出

予　算　額 収 入 済 額 収入率 (%) 予　算　額 執 行 済 額 執行率 (%)
国 民 健 康 保 険 18億 6,940万円 6億 770万円 32.5 18億 6,940万円 7億 2,952万円 39
老 人 保 健 19億 3,556万円 8億 7,866万円 45.4 19億 3,556万円 8億 4,317万円 43.6
公 共 下 水 道 事 業 33億 9,617万円 6億 2,775万円 18.5 33億 9,617万円 24億 8,338万円 73.1
介 護 保 険 11億 9,590万円 5億 5,736万円 46.6 11億 9,590万円 4億 7,633万円 39.8
浄 化 槽 施 設 整 備 事 業 960万円 277万円 28.9 960万円 203万円 21.1

平 成 18 年 度 水 道 事 業 会 計 予 算 執 行 状 況
（９月 30日現在）

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

収　
　

入

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率 (%)
収　
　

入

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率 (%)
営 業 収 益 2億 2,893万円 1億 957万円 47.9 企 業 債 9,710万円 140万円 1.4
営業外収益 229万円 － － 工事負担金 260万円 － －
特 別 利 益 － － － 補 助 金 1,875万円 － －
合 計 2億 3,122万円 1億 957万円 47.4 合 計 1億 1,845万円 140万円 1.2

支　
　

出

区　　分 予　算　額 執行済額 執行率 (%)

支　
　

出

区　　分 予　算　額 執行済額 執行率 (%)
営 業 費 用 1億 8,718万円 5,676万円 30.3 建設改良費 2億 776万円 1億 5,647万円 75.3
営業外費用 2,679万円 1,081万円 40.4 企業債償還金 1,792万円 918万円 51.2
特 別 損 失 － － － 予 備 費 300万円 － －
予 備 費 300万円 － －
合 計 2億 1,697万円 6,757万円 31.1 合 計 2億 2,868万円 1億 6,565万円 72.4

歳 入・歳 出（企業会計）

営業収益

営業外収益

営業費用

営業外費用

予備費

企業債

工事負担金

補助金

建築改良費

企業債償還金

予備費

2億2,893万円
1億957万円

1億8,718万円
5,676万円

2,679万円
1,081万円

300万円

9,710万円
140万円

1,875万円

2億776万円
1億5,647万円

1,792万円
918万円

300万円

260万円

229万円
収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

歳入予算
収入済額
歳出予算
執行済額
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0 8 16 24 32 40

277万円
203万円
960万円
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長
洲
町
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
状
況

　

職
員
給
与
な
ど
の
公
表
は
、
地
方
公
務

員
の
給
与
や
定
員
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

透
明
性
を
高
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
納
得
と
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
地
方
分
権
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
理
解
と
共
感
を
得
る
上
で
ま
す
ま
す
重

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
人
事
院
が
民
間
企
業
な
ど
の

給
与
の
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
行
う「
人
事

院
勧
告
」を
参
考
に
職
員
の
給
与
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
職
員
の
給
与
及
び
定
員
管

理
に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
給
与
と
は
、給
料（
基
本
給
）に
扶
養
手
当
、

時
間
外
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
勤
勉

手
当
な
ど
を
含
ん
だ
も
の
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

総
務
課（
内
線
２
１
０
〜

　

２
１
３
）

89

人件費の状況（一般会計決算）

区　分
住民基本台帳人口
（17年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
16年度の人件費率

17年度
人

17,597
千円

5,570,679
千円

36,969
千円

1,234,695
％

22.16
％

19.93

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数Ａ
給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　 料 職員手当 期末･勤勉手当 計 Ｂ

18年度
人
138

千円
512,946

千円
36,974

千円
201,013

千円
750,933

千円
5,442

※職員手当には、退職手当を含みません。また、給与費は、当初予算に計上された額です。

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 18年４月１日現在） 

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

長洲町 40.8歳 301,657円
320,739円

316,786円

国 40.3歳 329,728円 382,092円

類似団体 42.3歳 328,351円
372,102円

355,941円

※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が長洲町と類似している市町村です。
※国及び類似団体の数値は、平成 17年４月１日の数値となっています。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手
　当などの諸手当の額を合計したものです。
　　このうち、上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公務員給与実態調査
　において明らかにされているものです。
　　また、下段は国家公務員の平均給与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当など
　の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算した
　ものです。

職員の初任給の状況（平成 18年４月１日現在）

区　　　分
長　洲　町

初任給 ２年後の給料

一般行政職
（高卒程度試験採用）

大学卒 159,700円 176,800円

高校卒 138,400円 148,000円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 18年４月１日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 252,600円 290,600円 339,800円

高校卒 228,600円 269,300円 311,200円

職員の手当の状況

区　分 平成 17年度支給実績

期末手当
勤勉手当

支給月 期末手当 勤勉手当

６月期 1.4月分 0.70月分

12月期 1.6月分 0.75月分

計 3.0月分 1.45月分

特別職の報酬などの状況（平成 18年４月１日現在）

区　　分 給　料　月　額　な　ど

給　
　
　

料

（参考）類似団体における最高／最低額

町　長 750,000円 860,000 円 ／ 507,600 円

助　役 550,000円 690,000 円 ／ 487,000 円

収入役 （廃　止） 641,200 円 ／ 468,000円

教育長 499,000円

報  　

酬

議　長 323,000円 395,000 円 ／ 231,000円

副議長 267,000円 325,000 円 ／ 183,000 円

議　員 243,000円 300,000 円 ／ 168,000円

※上記の金額は、町の厳しい財政状況を考慮して、
　町長、助役、教育長（収入役は廃止）については、
　10％、町議会議員については、3.1％削減後の金
　額です。

※類似団体の数値は、平成 17年４月１日現在の数
　値となっています。

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
　100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
　数です。
※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似し
　ている団体のラスパイレス指数を単純平均したも
　のです。

職員数の状況（各年４月１日現在）

部門区分
職　員　数 対前年

増減数平成18年 平成17年

一　
　

般　
　

行　
　

政

議　会 3 3 0

総　務 37 39 △ 2

税　務 10 11 △ 1

農　水 10 10 0

商　工 2 2 0

土　木 7 7 0

民　生 38 39 △ 1

衛　生 10 10 0

小　計 117 121 △ 4

教育委員会 20 20 0

公
営
企
業
等

水　道 8 7 1

下水道 7 7 0

国保・介護 9 9 0

小　計 24 23 1

合　　　計 161 164 △ 3

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

長洲町 類似団体平均 全国町平均

92.8

91.0

96.0

93.7

96.2

93.7

H12.4.1
H17.4.1
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まちの話題まちの話題

11

まちの話題まちの話題

　

10
月
７
日
、
荒
尾
市
の
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
関
係
表
彰
式
に
お
い
て
、

長
瀬
護
雄
さ
ん（
向
野
区
）
が
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て「
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
瀬
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
推

進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
た
め
、
受
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
長
瀬
さ
ん
は
、「
交
通
安
全

協
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
と
し
て
多
く
の
方
の
お
か

げ
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
定
期
的
な
街
頭
指
導
な

ど
を
今
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

長
瀬
護
雄
さ
ん
が
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
を
受
賞
!!

　

〜
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力
〜

▲受賞された長瀬護雄さん

第19回金魚と鯉の郷まつり
　

10
月
22
日
、
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
で「
第
19
回
金
魚
と
鯉
の
郷
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
約
５
、０
０
０
人
の
方
が
来
場
し
、

第
38
回
金
魚
品
評
会
を
中
心
に
、
第
15
回
な
ん
さ
ま
き
て
み
な
っ
せ

市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）、
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
造
船
㈱
工
場
見
学
ツ
ア
ー
、
野
点
、
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
児
に
よ
る

遊
戯
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲第38回金魚品評会

▲ポン菓子無料配布

▲第15回なんさまきてみなっせ市

▲ユニバーサル造船㈱工場見学ツアー

▲ひまわり幼稚園児による遊戯

▲ミニＳＬ

▲受賞された皆さん

▲野点

賞 受賞者 種類

熊本県賞 永原　　久（玉名市）ランチュウ（３才）

熊本県議会賞 岡　　明洋（佐賀県）シシガシラ（３才）

日本観賞魚振興会長賞 徳永　重行（長洲町）東錦（３才）

長洲町養魚組合長賞 浦島　義弘（長洲町）東錦（当才）

長洲町長賞 岡　　明洋（佐賀県）シシガシラ（当才）

長洲町議会議長賞 徳永　重行（長洲町）琉金（３才）

長洲町商工会長賞 松井　一也（長洲町）その他変わりもの（２才）

長洲町観光協会長賞 立石　　孝（福岡県）江戸錦・桜錦（当才）

ジャンボ賞 村木甚太郎（長洲町）ジャンボシシガシラ（３才）
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一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

出
町
区　

環
境
美
化
作
業

　

10
月
13
日
、
出
町
区
で
は
、
浦
川
周
辺

や
区
内
の
通
学
路
な
ど
の
美
化
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
美
化
作
業
を
通
し
て
、
環
境

美
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
老
人
会
を
中
心
と
し
て
区

民
約
30
人
が
参
加
し
て
、
作
業
を
行
い
ま

し
た
。「
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
も
短
時
間
で
作

業
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浦
川
に
は
、

自
転
車
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
て
川
か
ら

引
き
上
げ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
作
業
後

の
川
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
区
内
の
環
境
美
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。」と
森
下
区
長
。

▲美化作業の様子

宝
町
区　

環
境
美
化
作
業
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
29
日
、
宝
町
区
で
は
、
区
内
の
環

境
美
化
と
区
民
の
親
睦
融
和
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
長
光
寺
周
辺
の
美
化
作

業
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
区
民
15
人
が
参
加
し
て
、
環

境
美
化
へ
の
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
後
は
、
区
内
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ

い
に
な
り
、
そ
の
後
、
場
所
を
新
山
広
場
に

移
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。「
時
期
的
に
、
忙
し
い
方
が
多
く

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
美
化
作
業
の

方
は
大
変
で
し
た
。
今
後
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
や
す
い
時
期
や
内
容
の
も
の
を

企
画
し
て
い
き
た
い
。」と
福
永
区
長
。

▲グラウンドゴルフ大会の様子

　

10
月
27
日
、町
商
工
会（
大
﨑
正
志
会
長
）は
、

有
明
フ
ェ
リ
ー
長
洲
港
売
店
に
特
産
品
販
売

所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
フ
ェ
リ
ー
利
用
客
か
ら
の
声
を

受
け
て
、
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
昨
年
度
同
女
性
部（
谷
久
子
部

長
）が
中
心
と
な
っ
て
手
掛
け
た
、
い
も
が
ら

佃
煮
・
な
が
す
揚
げ
・
菜
種
油
・
合
わ
せ
醤
油
、

ま
た
今
回
開
発
し
た
い
か
す
み
塩
辛
・
お
つ
ゆ

の
友
な
ど
の
11
点
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
し
た
11
月
14
日
も
、
乗
船
待
ち
の
人

た
ち
が
足
を
止
め
て
、
商
品
を
購
入
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
﨑
会
長
は
、「
町
民
の
方
の
み
な
ら
ず
、

フ
ェ
リ
ー
利
用
客
の
方
へ
も
長
洲
の
特
産
品

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
販
売
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
商
品
を
買
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

有
明
フ
ェ
リ
ー
長
洲
港
売
店
に
町
商
工
会
が
特
産
品
販
売
所
を
開
設
!!

　

〜
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
商
品
を
販
売
〜

商
品
を
見
る
利
用
客

　

10
月
27
日
、
玉
名
市
の
玉
名
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
9
回
荒
玉
地
区
幼
年
消
防
大

会
に
お
い
て
、川
原
愛
翔
く
ん（
六
栄
保
育
所
）

が
消
防
長
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

川
原
愛
翔
く
ん
が
防
火
ポ
ス
タ
ー
で
消
防
長
金
賞
受
賞
!!

　

〜
第
９
回
荒
玉
地
区
幼
年
消
防
大
会
〜

　

こ
の
大
会
は
、
幼
児
た
ち
の
健
全
な
育
成

や
防
火
思
想
の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
な
ど

関
係
者
約
１
、１
０
０
人
が
参
加
し
て
、
優
良

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
や
防
火
ポ
ス
タ
ー
表

彰
そ
れ
と
演
技
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
川
原
く
ん
は
、「
自
分
で
考
え
て
、

家
で
書
き
ま
し
た
。
賞
状
を
も
ら
う
と
は
、

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲受賞した川原愛翔くん

　

10
月
29
日
、金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
に
お
い
て
、

第
1
回
荒
尾
青
年
会
議
所
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
技
術

の
向
上
を
図
り
、
ま
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
学
び
心
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
日
は
、
長
洲
町
、
荒
尾
市
内
の
４
つ

の
保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ

の
結
果
町
内
か
ら
参
加
し
た
六
栄
保
育
所
が
、

決
勝
戦
で
府
本
幼
稚
園
に
２
対
１
で
勝
ち
、

見
事
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

六
栄
保
育
所
が
初
代
王
者
!!

　

〜
第
１
回
荒
尾
青
年
会
議
所
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会
〜

　

10
月
30
日
、
熊
本
市
の
熊
本
県
立
劇
場
で

行
わ
れ
た
熊
本
県
更
生
保
護
事
業
功
労
者
表

彰
式
に
お
い
て
、
迦
統
公
明
さ
ん（
永
方
区
）

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

迦
統
さ
ん
は
、
保
護
司
と
し
て
25
年
間
、

罪
を
犯
し
た
人
々
の
改
善
更
生
と
犯
罪
の
予

迦
統
公
明
さ
ん
へ
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
!!

〜
永
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
〜

防
に
尽
力
さ
れ
た
た
め
受
賞
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

迦
統
さ
ん
は
、「
青
少
年
の
更
生
と
自
立
を

目
指
し
て
活
動
し
、
罪
を
犯
し
た
人
が
更
生

し
て
再
犯
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
今
ま

で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲優勝した六栄保育所の皆さん▲受賞された迦統公明さん

▲
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全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

熊
本
県
大
会
特
別
賞
受
賞
作
品
紹
介

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

熊
本
県
大
会
特
別
賞
受
賞
作
品
紹
介

税
に
つ
い
て
の
作
文

税
に
つ
い
て
の
作
文

　

11
月
11
日
、
税
を
考
え
る
週
間
実
行
委
員
会
主
催
で
平
成
18
年
度
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」表
彰
式
が
玉
名
市
で
行
わ
れ
、
腹
栄
中
３
年
中
村
愛
さ
ん（
鷲
巣
区
）が
全
国
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
、
腹
栄
中
３
年
小
栁
大
河
さ
ん（
赤
田
区
）が
玉
名
地
区
租
税
教
育

推
進
協
議
会
長
賞
、
腹
栄
中
３
年
内
山
里
佳
さ
ん（
古
城
区
）が
長
洲
町
長
賞
、
腹
栄
中
３
年

石
井
幸
さ
ん（
古
城
区
）が
長
洲
町
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
中
村
愛
さ
ん
の
作
文
を
原

文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

「
あ
り
が
と
う
」

税
金
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

腹
栄
中
学
校
３
年　

中
村　

愛

　
「
ね
ぇ
？
税
て
何
？
分
か
ら
ん
。」

　

妹
が
私
に
問
う
。
今
年
の
春
か
ら
中
学
生

に
な
っ
た
妹
も
今
年
か
ら
こ
の
税
の
作
文
を

書
く
こ
と
に
な
り
、
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
私
が
返
し
た
の
は
、

　
「
・
・
・
さ
あ
？
分
か
ら
ん
。」

と
い
う
頼
り
な
い
答
え
だ
っ
た
。

　

妹
は
そ
れ
を
聞
く
と
黙
っ
て
ペ
ン
を
置
い

た
。
私
は
め
ん
ど
う
だ
っ
た
か
ら
こ
う
答
え

た
の
で
は
な
い
。
本
心
だ
っ
た
の
だ
。

　

税
金
と
聞
く
と
、
正
直
堅
苦
し
く
、
私
た

ち
子
供
と
は
縁
の
浅
い
物
だ
と
思
っ
て
し
ま

う
。
収
入
の
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｄ

や
本
を
買
う
と
き
の
税
金
は
、
負
担
に
さ
え

感
じ
て
し
ま
う
。
実
際「
税
金
が
な
か
っ
た
ら

い
い
の
に
。」と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
考
え
が
間
違
い
と
気
づ
く
の

に
、
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
よ
っ
し
ゃ
！
今
日
も
や
る
ぞ
！
」

　

私
が
小
三
か
ら
や
っ
て
い
る
大
好
き
な
バ

ス
ケ
ッ
ト
。
父
の
影
響
で
始
め
た
が
、
た
く

さ
ん
の
公
共
施
設
、
体
育
館
に
お
世
話
に
な

っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
私
の
学
校
の
体
育
館
は
一
番

古
く
、ボ
ー
ル
も
ゴ
ー
ル
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
。

父
や
母
、
先
生
方
が
子
供
だ
っ
た
頃
か
ら
こ

の
体
育
館
は
、
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
と

い
う
。

　

使
い
が
っ
て
が
悪
く
い
つ
壊
れ
る
か
分
か

ら
な
い
と
相
当
な
嫌
わ
れ
様
だ
が
、
私
は
大

好
き
だ
。

　
「
お
前
た
ち
の
代
ま
で
続
く
と
は
な
あ
・・・
。

大
事
に
使
わ
れ
て
き
た
っ
て
証
拠
だ
。
長
生

き
し
て
い
る
。」

　

先
生
は
ゴ
ー
ル
を
直
し
な
が
ら
こ
う
言
わ

れ
た
。

　

当
時
中
一
だ
っ
た
私
は
そ
れ
を
聞
い
た
と

き
、
特
に
何
も
感
じ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
今
考
え
て
み
る
と
、
は
っ
と
さ
せ

ら
れ
る
。

　
「
体
育
館
も
税
金
だ
っ
た
・
・
・
。」

　

私
の
大
好
き
な
体
育
館
も
税
金
だ
っ
た
の

だ
。
二
番
目
に
よ
く
通
っ
た
公
共
の
体
育
館

の
管
理
人
さ
ん
も
、「
そ
れ
は
町
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
だ
よ
。
だ
か
ら
大
切
に
使
わ
ん
と
な
。」

と
話
さ
れ
た
。

　

先
生
、
管
理
人
さ
ん
、
言
い
方
は
違
う
が

意
味
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
私
は
税
金
の
お

陰
で
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
毎
日
歩
く
道
路
も
、
学
校

で
か
か
せ
な
い
机
も
イ
ス
も
教
科
書
も
、
全

て
税
金
で
作
ら
れ
た
、
大
切
な
大
切
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
だ
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
と
き
、
私
が
以
前
思
っ
て

い
た
こ
と
、「
税
金
は
負
担
だ
。
な
く
な
れ
ば

い
い
。」と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
え
た
。

　

そ
れ
と
共
に
、「
税
は
私
た
ち
子
供
と
も
、

縁
が
深
か
っ
た
ん
だ
」と
感
じ
ら
れ
た
。
そ
ん

な
大
切
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん

な
で
大
切
に
使
っ
て
長
生
き
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
。
未
納
税
者
が
増
え
て
い
る
が
、
納

め
た
分
だ
け
自
分
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

形
を
変
え
て
返
っ
て
く
る
。

　

そ
う
考
え
れ
ば「
税
金
は
納
め
な
く
て
い

い
」と
は
到
底
思
え
な
い
。

　
「
ね
ぇ
？
税
て
何
？
分
か
ら
ん
。」

　

も
う
一
度
妹
に
聞
か
れ
た
ら
次
は
何
と
答

え
よ
う
？
全
て
の
税
金
↓
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感

謝
し
て
、

　
「
み
ん
な
の
宝
物
だ
！
」

と
で
も
答
え
よ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
答
え
が

見
つ
か
り
そ
う
だ
。

　

妹
に
は
も
う
少
し
待
っ
て
も
ら
っ
て
税
金

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
っ
と
探
し
て
み
よ
う
。

　

未
来
を
支
え
る
大
切
な
力
を
も
っ
と
。

▲中村　愛さん

　

昭
和
56
年
か
ら
毎
年
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
は
、
今
年
は
県
内
の
１
５
６
校
か
ら
２
万
４
、４
２
８

編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
長
洲
中
３
年
の
土
井
実
里
さ
ん
が
、
特
別
賞　

熊
本
日
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
全
文
を
、
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
人
権
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
別
賞　

熊
本
日
日
新
聞
社
賞

い
じ
め
を
通
し
て

長
洲
中
学
校
３
年　

土
井　

実
里

　

み
な
さ
ん
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
、
小
学
校
三
年

生
の
と
き
に
、
他
県
へ
転
校
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
初
め
て
い
じ
め
と
い
う
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
転
校
し
て
二
日
目 ▲土井　実里さん

く
ら
い
か
ら
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
話

し
か
け
て
も
無
視
さ
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が

続
き
ま
し
た
。

　

私
は
転
校
す
る
こ
と
を
聞
い
た
と
き「
友
達

た
く
さ
ん
で
き
る
か
な
。」
と
か
い
ろ
い
ろ
考

え
て
い
た
の
に
、
私
が
転
校
生
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
い
じ
め
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
学
校
に
行
く
の
が
だ
ん
だ
ん
嫌
に

な
り
、
休
み
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
休
ん
で
か
ら
、
一
ヵ
月
が
た
ち
、
久
々

に
学
校
に
行
っ
て
み
る
と
み
ん
な
前
と
は
違

う
接
し
方
を
私
に
し
て
く
る
の
で
私
は
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
、友
達
に
こ
う
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
ど

う
し
て
、
私
を
い
じ
め
た
の
？
」す
る
と
友
達

は
、「
そ
ん
な
の
転
校
生
だ
か
ら
に
き
ま
っ
て

る
じ
ゃ
ん
。
で
も
、
今
日
、
新
し
い
転
校
生

が
来
た
か
ら
実
里
ち
ゃ
ん
は
い
じ
め
ら
れ
ず

に
す
む
わ
け
。」
私
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
、
と
っ
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
あ
ん
な

に
嫌
な
思
い
を
し
た
の
に
い
じ
め
た
人
は
た

っ
た
一
つ
の
理
由
で
私
を
い
じ
め
て
い
た
な

ん
て
、
私
は
と
っ
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

私
の
次
に
い
じ
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

た
の
は
私
と
同
じ
く
他
県
か
ら
来
た
転
校
生

で
し
た
。
そ
の
子
も
私
と
同
じ
く
、
無
視
さ

れ
た
り
、
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
初
め
は
そ
の
子
と
仲
良
か
っ

た
け
れ
ど
、
あ
る
友
達
か
ら「
あ
の
子
と
仲
良

く
す
る
の
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ
か
ら
、
転
校
生
と
は
目
も
合
わ

せ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
だ
い
に
そ
の
子
は
学
校
へ
来
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
子
が
学
校
に

来
な
く
な
っ
て
か
ら
、
あ
の
日
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
私
が
転
校
し
て
き
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
私
は
、
そ
の
時
、
初
め
て
、
私
が

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
転
校
生
が
学

校
へ
来
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私

と
同
じ
理
由
。
転
校
生
だ
か
ら
と
い
う
だ
け

で
の
い
じ
め
。
そ
し
て
、
い
じ
め
か
ら
逃
げ

る
た
め
の
不
登
校
。
転
校
生
は
、
私
と
一
緒

の
ル
ー
ト
で
、
私
と
一
緒
の
苦
し
み
を
味
わ

っ
て
き
た
。

　

な
の
に
、私
は
そ
の
友
達
を
放
っ
て
お
い
た
。

私
は
ど
う
し
て
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
日
か
ら
ず
っ
と
自
分
に

問
い
か
け
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
一
ヵ
月
が

た
っ
て
も
、
二
ヵ
月
が
過
ぎ
て
も
、
や
っ
ぱ

り
友
達
は
学
校
に
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
突
然
、
あ
の
転
校
生
が
学
校
へ
来

ま
し
た
。
み
ん
な
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
転

校
生
を
中
心
に
い
じ
め
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

今
日
、
言
わ
な
い
と
一
生
言
え
な
い
、
と
思

っ
た
の
で
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
、
そ
の
友
達

に
言
っ
て
み
ま
し
た
。「
今
ま
で
知
ら
な
い
ふ

り
を
し
て
き
て
ご
め
ん
ね
。」
私
が
こ
う
い
う

と
、
友
達
は
、「
い
い
よ
、
私
は
今
日
か
ら
逃

げ
な
い
か
ら
。」
と
い
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の

言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
私
よ
り
数
十
倍
も
大

人
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
残
っ
て
い
た
問
題
。
そ
れ
は
私

達
を
い
じ
め
て
い
た
友
達
に「
や
め
て
」
と
い

う
事
だ
け
で
す
。私
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
そ
の
友
達
の
と
こ
ろ
へ

向
か
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
は
っ
き
り
と

そ
の
友
達
に「
私
た
ち
を
い
じ
め
る
の
は
、
も

う
や
め
て
。」と
言
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
そ
の
友
達
は「
今
ま
で
い
じ
め
て
き

て
ご
め
ん
ね
。」
と
私
た
ち
に
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
日
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
い
じ
め
は

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
あ
の
時
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
言

っ
て
み
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
思
っ
た
こ
と
は
言
葉
に
出
し

て
言
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も
、
い
じ
め
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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～入札結果の公表～

■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

休日在宅医
月　日 在　宅　医

12月３日㈰ 田宮二郎内科（東荒神） 78-2150

12月10日㈰ 淡河黒田医院（駅　通） 78-6517

12月17日㈰ 西岡外科医院（清源寺） 78-2200

人のうごき
平成 18年 10月末日現在

　　 人　口　17,654人　（ 1）
　　 　　男　  8,475人　（△　4）
　　 　　女　  9,179人　（ 5）
　　 世帯数　  6,414世帯（ 5）

※（　）内は前月比

～町議会のお知らせ～
　12月の長洲町議会定例会が、12月
12日㈫午前 10時から開会されます。
　傍聴を希望される方は、当日議会事
務局で受付して傍聴してください。
■問い合せ　総務課（内線 211・212）

　長洲町が、10月 31日に行った指名競
争入札の結果についてお知らせします。

お
知
ら
せ

住
基
カ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か
？

〜
住
基
カ
ー
ド
で
安
全
な
電
子
手

続
き
を
!!
〜

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
ご
存

知
で
す
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
電
子
申

請
や
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
す
る

た
め
に
必
要
な「
電
子
証
明
書
」を
、

全
国
の
市
区
町
村
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
は
、
役
場
の
窓
口
で
発
行
を

申
請
す
る
と
住
基
カ
ー
ド
の
専
用
の

利
用
領
域
に
書
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
電

子
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
接
続
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
に
住
基
カ
ー
ド
を
セ

ッ
ト
し
、
電
子
申
請
書
の
デ
ー
タ

を
カ
ー
ド
に
取
り
込
ん
で
電
子
署

名
の
処
理（
暗
号
化
）を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
処
理
が
終
わ
る
と
、
電
子

署
名
が
付
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
パ
ソ

コ
ン
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
作
業
の
間
、
パ
ソ
コ
ン
本

体
に
電
子
署
名
す
る
た
め
の「
秘
密

鍵
」の
デ
ー
タ
が
移
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
カ
ー
ド
内
の
デ
ー
タ
が
外
部

に
流
出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
な
り
す
ま
し
や

改
ざ
ん
の
心
配
な
く
、
安
心
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
、
電
気
・
ガ
ス
・
医
療
な
ど
の

分
野
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
利
で
安
心
な
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
に
、
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
せ

　

住
民
環
境
課

　
（
内
線
１
３
３
〜

　

１
３
５
）

高
齢
歩
行
者
教
育
シ
ス

テ
ム
を
開
催

　

高
齢
者
の
道
路
横
断
時
の
交
通

事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
体
験
機

器
な
ど
を
用
い
た
交
通
教
室
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
交
通
安
全
意

識
の
向
上
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と　

き　

12
月
19
日
㈫
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
階
第
１
・
第
２
研
修
室
）

■
問
い
合
せ　

総
務
課（
内
線
２
１

　

１
・
２
１
２
）

第
８
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト 

in 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ

〜
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
協
賛
〜

　

毎
年
開
催
し
て
大
好
評
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
、
今
年
も
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

精
神
障
害
へ
の
理
解
や
普
及
啓

発
の
た
め
、
地
域
の
支
援
団
体
と

一
丸
と
な
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

成
功
に
向
け
て
練
習
や
準
備
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

12
月
９
日
㈯

　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館（
大
ホ

ー
ル
）

■
入
場
料　

無
料

■
内　

容　

コ
ー
ラ
ス
、
独
唱
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど

■
問
い
合
せ　

精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

内
有
明
地
域
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト

■問い合せ　財政課（内線 221）

① 工事（委託事業）名

② 落札業者名

③ 予定価格

④ 落札金額

⑤ 落札率

⑥ 指名業者数

①
適正化事業（26期
生）前田用水機場
改修工事

② ㈱ミゾタ

③ 4,997,000円

④ 4,872,000円

⑤ 97.50％

⑥ 9

①
六栄小学校体育
館外２校耐震化
優先度調査委託

②
㈲ユーティ設計
工房

③ 1,186,000円

④ 1,113,000円

⑤ 93.84％

⑥ 8

①
町営住宅井樋内
団地外壁改修工
事設計業務委託

② ㈲倉田設計

③ 2,482,000円

④ 2,362,500円

⑤ 95.19％

⑥ 8

ワ
ー
ク
推
進
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局（
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１
０
２
２
）

不
審
者
情
報

　

４
月
か
ら
荒
尾
警
察
署
管
内（
荒

尾
市
・
長
洲
町
）
で
は
、
不
審
者
事

案
が
15
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
町
内
で
は
３
件
発

生
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、夜
道
の
一
人
歩
き
し
な
い
、

「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
を
携
帯
す
る
な
ど

の
防
犯
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
事
案
１

　

10
月
17
日
午
後
４
時
50
分
頃
、

長
洲
町
宮
野
の
路
上
で
、
帰
宅
中
の

小
学
校
女
子
児
童
に
対
し
て
、
車

に
乗
っ
た
50
歳
く
ら
い
の
男
が「
君

た
ち
病
院
に
行
か
な
い
」な
ど
と
声

を
か
け
車
に
乗
る
よ
う
に
勧
め
た

と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
事
案
２

　

10
月
19
日
午
後
６
時
10
分
頃
、

長
洲
町
宮
野
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
前
の
路
上
で
、
帰
宅
中
の
男
子

児
童
に
対
し
て
、
車
に
乗
っ
た
40

〜
50
歳
く
ら
い
の
男
が「
お
母
さ
ん

が
倒
れ
た
か
ら
病
院
へ
連
れ
て
行

っ
て
あ
げ
る
」な
ど
と
声
を
か
け
車

に
乗
る
よ
う
に
勧
め
た
と
い
う
事

案
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
事
案
３

　

10
月
30
日
午
後
５
時
40
分
頃
、
長

洲
町
長
洲
の
道
路
上
で
、
帰
宅
中
の

女
子
中
学
生
に
対
し
て
、
20
〜
30
歳

く
ら
い
の
男
が
後
方
か
ら
歩
い
て
近

づ
き
、
ス
カ
ー
ト
を
ま
く
り
上
げ
る

と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
せ　

荒
尾
警
察
署
生
活

安
全
課（
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５
１
１
０
）

玉
名
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
消
費
税
の

届
出
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者

の
方
で
、
平
成
17
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
な
ど
に
お
い
て
、
消

費
税
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円

を
超
え
た
方
は
、
平
成
19
年
分
は

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
、「
消
費
税
課
税
事
業

者
届
出
書
」を
速
や
か
に
納
税
地
の

税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
分
が
課
税
事

業
者
と
な
る
方
で
、
新
た
に
簡
易

課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
方（
平
成
17
年
分
の
消
費
税
の

課
税
売
上
高
が
５
千
万
円
以
下
の

方
に
限
ら
れ
ま
す
。）
は
、「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」を
12

月
末
日
ま
で
に
納
税
地
の
税
務
署

長
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
簡
易
課
税
制
度
の

適
用
を
受
け
た
方
は
、
事
業
を
廃

止
し
た
場
合
を
除
き
、
２
年
間
以

上
継
続
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ

の
適
用
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
届
出
な
ど
に

つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
期
限
内

納
付

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
特
に
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の

「
預
り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税

金
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
納
税
の

た
め
に
資
金
の
備
蓄
に
努
め
、
期

限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
方
の
納

付
に
つ
い
て
は
、
ご
指
定
の
金
融

機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
る
振
替
納
税
が
、

大
変
便
利
で
す
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
に
完
納

の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署

　
（
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～心配ごと相談開催～
　日常生活の中で、心配ごと・悩みごと
などある方は、お気軽にご相談ください。
　なお、定員がありますので、お早め
にお申し込みください。
■と　き　平成 19年１月９日㈫
　　　　　午前 10時～正午
■ところ　町ふれあいセンター
　　　　　（町中央公民館横）
■担当弁護士　清田慎太郎
■定　員　４人
■相談時間　１人 30分
■申し込み・問い合せ　
　町社会福祉協議会（  78 1440）
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皆
さ
ん
、
町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

皆
さ
ん
、
町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

的
ば
か
い
出
場
者
募
集
!!

　

町
で
は
、
平
成
９
年
10
月
１
日

か
ら
長
洲
町
民
カ
ー
ド
兼
印
鑑
登

録
証
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

土
日
な
ど
の
役
場
閉
庁
時
に
な
が

す
未
来
館
や
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
証
明
書
自
動
交
付
機
で
、

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
納
税

証
明
書
な
ど
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
で

き
る
時
間
や
交
付
さ
れ
る
証
明
書

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
で
き
る
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

＊
利
用
で
き
な
い
日

　

毎
週
月
曜
日（
な
が
す
未
来
館
休

館
日
）、
毎
週
日
曜
日（
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
休
館
日
）

■
交
付
で
き
る
証
明
書

○
住
民
票
抄
本　

免
許
な
ど
の
更

新
、
車
な
ど
の
登
録
に
使
用

○
住
民
票
謄
本　

各
種
年
金
の
請

求
、
入
学
時
の
提
出
、
土
地
な
ど

の
登
記
に
使
用

○
印
鑑
登
録
証
明
書　

車
な
ど
の

売
買
、
登
記
関
係
、
金
融
機
関
な

ど
に
使
用

○
所
得
証
明
書　

金
融
機
関
、
扶

養
認
定
な
ど
に
使
用

○
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書　

扶
養
認
定
な
ど
に
使
用

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、

町
民
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
、
暗

証
番
号
の
登
録
が
無
い
と
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、

印
鑑
登
録
の
代
理
登
録
を
さ
れ
た

方
は
、
暗
証
番
号
が
入
っ
て
い
な

い
の
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、暗
証
番
号
を
忘
れ
た
方
は
、

再
度
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

暗
証
番
号
は
、
必
ず
本
人
登
録

と
な
り
ま
す
。

町
民
カ
ー
ド
の
特
設
発

行
窓
口
を
開
設
!!

〜
12
月
10
日
と
17
日
の
２
日
間
〜

　

町
民
カ
ー
ド
を
よ
り
多
く
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
特
設
発

行
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

方
、従
来
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
、

暗
証
番
号
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
登
録
し

ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
日
に
作
ら
れ
る
と
、
未
来

館
な
ど
で
す
ぐ
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

職
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
と　

き　

12
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
■
持
っ
て
く
る
も
の　

登
録
す
る

印
鑑
、
官
公
庁
発
行
の
写
真
付

き
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
な
ど
）

■
費　

用　

新
規
登
録
２
０
０
円
、

再
登
録
３
０
０
円

＊
但
し
、
手
帳
か
ら
カ
ー
ド
へ
の

切
替
及
び
暗
証
番
号
登
録
の
み

は
、
無
料
で
す
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

１
３
３
〜
１
３
５
）

　

約
８
５
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を

受
け
継
ぐ
、
勇
壮
果
敢
な
裸
ま
つ

り「
的
ば
か
い
」
の
出
場
者
を
募
集

し
ま
す
。
厄
払
い
の
祈
念
に
、
年

始
め
の
思
い
出
に
あ
な
た
も
出
場

し
ま
せ
ん
か
。

■
と　

き　

平
成
19
年
１
月
21
日

㈰
午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ　

四
王
子
神
社
周
辺

■
参
加
資
格
と
申
し
合
せ
事
項

①「
的
ば
か
い
」
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
町
内
外
及
び
年
齢
を
問
わ

な
い
。

②
参
加
者
は
、
締
め
込
み
姿
と
し
、

裸
祭
り
に
そ
ぐ
わ
な
い
服
の
着

用
、
ま
た
は
人
を
威
圧
す
る
よ

う
な
刺
青
で
の
参
加
は
で
き
な

い
。

③
観
衆
や
参
加
者
へ
危
険
を
お
よ

ぼ
し
、
も
し
く
は
観
衆
や
参
加

者
の
迷
惑
と
な
る
暴
力
行
為
な

ど
は
で
き
な
い
。

④
小
学
生
な
ど
が
参
加
す
る
場
合

は
、
保
護
者
な
ど
が
付
き
添
う

こ
と
。

⑤
参
加
者
が
故
意
又

は
重
大
な
過
失
に
よ

り
、
施
設
な
ど
を
損

壊
し
た
と
き
は
、
現

状
に
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
会
長
が

や
む
を
え
な
い
理
由

が
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

⑥
的
ば
か
い
保
存
会
よ
り
暴
力
行

為
な
ど
の
指
導
を
受
け
た
者
は
、

「
ば
か
い
」
中
で
あ
っ
て
も
退
場

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
申
込
期
限　

平
成
19
年
１
月
５

日
㈮

＊
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
と
年
末
年

始〔
12
月
29
日
㈮
〜
平
成
19
年
１

月
３
日
㈬
〕を
除
く

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

産
業
振

興
課（
内
線
２
６
１
〜
２
６
３
）

平
成
19
年
「
的
ば
か
い
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
!!

　

あ
な
た
も
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
応
募
要
領
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
カ
メ
ラ
に
興
味
の
あ
る
方
、

腕
に
自
信
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

平
成
19
年
１
月
21
日

㈰
■
と
こ
ろ　

四
王
子
神
社
境
内
及

び
有
明
海

■
題　

材　
「
的
ば
か
い
・
破
魔
弓

祭
」

■
応
募
規
定

①
サ
イ
ズ　

白
黒
・
カ
ラ
ー
共
六
ッ

切
り
以
上（
単
写
真
の
み
）

②
出
品
数　

１
人
３
点
ま
で

③
締
切
日　

平
成
19
年
２
月
２
日

㈮
午
後
５
時
ま
で

■
審　

査　

町
的
ば
か
い
保
存
会

役
員
他

■
発　

表　

本
人
へ
通
知
及
び「
広

報
な
が
す
」に
掲
載

■
賞　

特
選
１
点
、
準
特
選
２
点
、

入
選
７
点

■
展　

示　

平
成
19
年
２
月
中
旬

以
降
に
な
が
す
未
来
館
に
て
展

示
予
定

■
応
募
作
品　

画
題
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
な
ど
を
記
入
の
こ
と

■
そ
の
他　

応
募
作
品
の
返
却
は
、

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品

の
版
権
は
、
町
的
ば
か
い
保
存

会
に
帰
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

特
選
に
選
ば
れ
た
写
真
は
、

平
成
20
年
の
的
ば
か
い
ポ
ス
タ

ー
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒

８
６
９―

０
１
９
８　

長
洲
町

大
字
長
洲
２
７
６
６　

長
洲
町

役
場
産
業
振
興
課（
内
線
２
６
１

〜
２
６
３
）

▲平成18年的ばかい写真コンテスト　特選作品
荒尾市　石原幹生さん「的ばかい」
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く
ら
し
の
税
情
報

税
金
は
豊
か
な
暮
ら
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

作（腹栄中３年
松森千里さん）

※この標語は、昨年
度腹栄中学校が租税
教育推進実践校とし
て指定され、生徒か
ら募集した作品の中
から選ばれた優秀作
品です。

平
成
19
年
か
ら
あ
な
た
の
住
民
税（
町
県
民
税
）が
変
わ
り
ま
す
!!

〜
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
実
施
〜

■
ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

　
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
」
と
い
う
方
針
の
も
と
で
、
三
位

一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
な
ど
地
方
公
共
団
体
は
、
国

が
国
税
と
し
て
集
め
た
財
源
の
中

か
ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
現
状
は
、

必
ず
し
も
自
主
性
が
高
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
町
な
ど
が
自
主
的

に
財
源
の
確
保
を
行
い
、
真
に
住

民
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
自
ら
の
責
任
で
よ
り
効
率
的

に
行
え
る
よ
う
に
、
国
税
か
ら
地

方
税
へ
３
兆
円
の
税
源
移
譲
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

　

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、
従

来
３
段
階
の
超
過
累
進
構
造
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
所
得
の
多
少
に
関
わ
ら

ず
、
一
律
10
％
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
額
所
得
者
の

多
い
地
域
に
税
収
が
集
中
す
る
こ

と
な
く
、
税
源
移
譲
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
は
、
平
成
19

年
６
月
徴
収
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。課

税
所
得･･･
給
与
や
事
業
収
入
な

ど
は
、
税
法
上「
収
入
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
「
課
税
所
得
」
と
は
、
こ
の
収
入

か
ら
給
与
所
得
控
除
や
基
礎
控
除
、

扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
と

い
う
諸
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り

の
金
額
で
す
。

■
税
負
担
は
、
増
え
ま
す
か
？

　

住
民
税
所
得
割
が
、
10
％
に
統

一
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
が
集

め
る
所
得
税
の
税
率
も
見
直
さ
れ

ま
す
。

　

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
最
低
税

率
が
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
、

最
高
税
率
が
13
％
か
ら
10
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
所
得
税
は
、
逆
に
最

低
税
率
が
10
％
か
ら
５
％
に
引
き

下
げ
、
最
高
税
率
が
37
％
か
ら
40

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対
応

し
た
減
額
措
置
な
ど
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
源
移

譲
の
前
後
で「
住
民
税
＋
所
得
税
」

の
納
税
者
の
負
担
は
、
変
わ
り
ま

せ
ん
。

＊夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（16歳以上 22歳
以下）に該当するものとしています。
＊一定の社会保険料が、控除されるものとして計算しています。
＊上の図は、税源移譲による負担変動を示しています。この他に、平成 19年分
所得税、平成19年度分住民税から定率減税が廃止されるなどの影響があります。

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

　

皆
さ
ん
、
税
金
の
納
付
は
、
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
納
期
の
た
び
に
銀
行
な

ど
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
自
動

的
に
納
付
さ
れ
て
毎
年
継
続
さ
れ

ま
す
。
申
し
込
み
の
手
続
き
は
、

次
の
必
要
書
類
を
持
っ
て
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
必
要
書
類　

預
金
通
帳
、
印
鑑

（
通
帳
の
届
出
印
）

解
家
や
新
・
増
築
の
届

出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
ま
で
に
、
家
や
倉
庫
・
物

置
小
屋
な
ど
の
建
物
を
解
体
し
て
、

ま
だ
届
け
を
し
て
い
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

届
け
が
な
い
と
、
そ
の
家
屋
に

税
金
が
か
か
り
続
け
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
印
鑑
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
・
増
築
さ
れ
た
後
に
、

評
価
し
て
い
な
い
建
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
資
産
証
明
書
が
出
せ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線
１
５

　

１
〜
１
５
５
）
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ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
品
抽
選

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
１
階
に
展

示
し
て
い
ま
す
家
具
・
自
転
車
・
食

器
類
の
抽
選
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
備
え
付
け
の
投
票
箱
で
、

投
票
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
の
展
示
品
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、投
票
は
、１
人
１
点
で
す
。

■
抽
選
日　

平
成
19
年
１
月
24
日

㈬
■
投
票
方
法　

投
票
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
希
望
さ
れ

る
展
示
品
番
号
の
投
票
箱
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
当
選
さ
れ
た
方
に
は
、
連
絡
し

ま
す
。
連
絡
後
、
10
日
以
内
に

引
き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
日
以
内
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
当
選
取
り
消

し
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

廃
油
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
づ
く
り

■
と　

き　

12
月
21
日
㈭　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
内　

容　

廃
油
と
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ
ン

ド
を
製
作
し
ま
す

■
持
っ
て
く
る
も
の　

廃
油（
使
用

済
み
の
あ
げ
油
）２
５
０
cc
、
開

い
て
い
な
い
牛
乳
パ
ッ
ク
１
〜

２
本

■
募
集
人
数　

20
人
程
度（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

12
月
15
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（
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４

　

４
３
３
）

～国際交流を楽しもう !! ～
　長洲町国際交流友の会では、ＡＬＴ
（外国語指導助手）をはじめとして町内
外在住の外国人の方々との交流などを
中心に、多彩な活動を行っています。
　会員は、随時募集中で、国際交流に
興味のある方なら、町内外問わず誰で
も入会できます。ぜひ、ご参加ください。
■活動内容　クッキング交流会、ウォ
ークラリー、茶話会などを企画、実
施しています。
■年間会費
　（個人会費）　2,000円
　（ファミリー会費）　3,000円
■ホームページ
　http：//plaza.rakuten.co.jp/nagasuiea

■申し込み・問い合せ　まちづくり課
内長洲町国際交流友の会事務局（内線
231・232）

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

▲

募　

集

特
定
不
妊
治
療
費
の
助

成
期
間
を
延
長
!!

　

熊
本
県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

費
の
助
成
期
間
を
次
の
と
お
り
延

長
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
治
療
法　

体
外
受
精
及
び

顕
微
授
精

■
助
成
期
間　
「
通
算
２
年
度
」
か

ら「
通
算
５
年
度
」へ
拡
大

■
助
成
額　

１
年
度
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
と
し
て
助
成

■
助
成
対
象　

体
外
受
精
及
び
顕

微
授
精
以
外
の
治
療
方
法
で
は
、

妊
娠
の
可
能
性
が
な
い
と
医
師

に
診
断
さ
れ
た
県
内
在
住
の
戸

籍
上
の
夫
婦
。
ま
た
、
所
得
制

限
が
あ
り
、
夫
婦
合
わ
せ
た
所

得
額
が
６
５
０
万
円
未
満
の
方

が
対
象
で
す
。

＊
今
年
度
は
、
治
療
終
了
日
が
４

月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

の
方
が
対
象
で
す
。
平
成
19
年

３
月
末
ま
で
に
、
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
医
療
機
関　

有
明
保
健
所

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
必
要
書
類　

住
民
票
、
戸
籍
謄

本
又
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書
、
夫
婦
の
所
得
証

明
書

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

有
明

保
健
所（
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２
１
８
４
）

樹
木
管
理
（
植
木
剪
定
）

講
習
会
受
講
者
募
集
!!

　

樹
木
の
剪
定
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

12
月
８
日
㈮
、
12
月

14
日
㈭
午
前
９
時
〜
正
午

＊
雨
天
時
は
、
講
義
の
み
で
す

■
と
こ
ろ　

㈳
長
洲
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
旧
第
１
清
掃

セ
ン
タ
ー
）

■
講　

師　

馬
場
英
二
郎
氏（
鷲
巣

区
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

㈳
長

洲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（

 

78 

４
６
４
２
）

あ
な
た
の
家
に
サ
ン
タ
さ
ん

が
や
っ
て
き
ま
す
!!

　

地
域
お
こ
し
団
体「
平
成
青
年

会
」で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
よ
う
と
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

訪
問
す
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
各
家
庭
か
ら
預
か

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
た
会
員
が
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
夜
に
訪
問
し
て
渡
し

ま
す
。

■
と　

き　

12
月
24
日
㈰
午
後
７

時
〜
午
後
９
時

■
申
込
期
間　

12
月
４
日
㈪
か
ら

15
日
㈮
ま
で
の
昼
間
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着

30
世
帯
）

＊
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
預
か
り
に
つ
い

て
は
、
12
月
24
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
午
前
11
時
ま
で
町
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

平
成
青

年
会
事
務
局（
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０
０
５
３
）

平
成
19
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集
!!

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
）
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
県
内
１
、２
０
０
人

の
仲
間
と
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
㈮
〜
平

成
19
年
２
月
15
日
㈭

■
教
養
学
部

①
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生（
６
ヵ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

＊
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な

ど
の
幅
広
い
分
野
の
科
目（
約

３
０
０
科
目
）か
ら
学
べ
ま
す
。

＊
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

選
科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き

ま
す
。

■
大
学
院

①
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生（
６
ヵ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

＊
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

＊
教
養
学
部
・
大
学
院
共
に
、
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

放
送

大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６
・
３
４
１
・
０
８
６
０
）

第
16
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
２
級
課
程
開
催

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と　

き　

平
成
19
年
１
月
６
日

㈯
開
講　

全
25
日
間　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

九
州
看
護
福
祉
大
学

な
ど

■
申
込
期
間　

12
月
１
日
㈮
〜
12

月
20
日
㈬

■
研
修
費
用　

４
７
、０
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
６
、８
０
０

円
）

■
定　

員　

20
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
域
た
す
け
あ
い
の
会

　
（
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０
０
５
６
）

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
免
許
試
験
を
実
施
!!

　

平
成
18
年
度
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
免
許
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

平
成
19
年
２
月
11
日

㈰
■
と
こ
ろ　

崇
城
大
学（
熊
本
市
）

■
学
科
試
験
手
数
料　

８
、３
０
０

円
■
受
付
期
間　

12
月
11
日
㈪
〜
12

月
15
日
㈮

■
種　

類

〔
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
〕

※
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
㈳
熊

本
県
労
働
基
準
協
会（

０
９
６

･

３
５
６･

１
９
８
９
）

〔
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
〕

※
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
㈳

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
熊
本
支
部（

０
９
６･

３
６
２･

７
７
７
５
）

■
問
い
合
せ　

㈶
安
全
衛
生
技
術

試
験
協
会　

九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー
（

０
９
４
２･

４

　

３･

３
３
８
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://w
w
w
.hf.rim

.or.jp/

%
7E
kyushu7/index.htm

）

平
成
18
年
度
第
３
回
危
険

物
取
扱
者
試
験
の
実
施

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
で
は
、
熊
本
県
知
事
か

ら
委
任
を
受
け
た
平
成
18
年
度
第

３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
と　

き　

平
成
19
年
２
月
18
日

㈰
■
と
こ
ろ　

熊
本
市

■
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第

１
類
〜
第
６
類
、
丙
種

■
受
付
期
間　

平
成
19
年
１
月
４

日
㈭
〜
１
月
11
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

（

０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５
）
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運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

バンブーイルミネーションFINAL
～サウンド・オブ・サイレンス～
　今年で最後となる「バンブーイルミネーション」。約 2,000個
のバンブーランプ（竹灯ろう）の優しい光と、生演奏の音楽が
会場を包み込みます。
■と　き　12月 23日㈯
　　　　　午後５時～
■ところ　高田濃施山公園
■問い合せ
　バンブーイルミネーション
　実行委員会
　（  0944・22・6263）

第20回大川木の香マラソン大会
　筑紫次郎の流れとともに、古賀メロディーが春を奏でる中で
楽しく走りませんか！
■と　き　平成 19年２月 25日㈰
■ところ　筑後川総合運動公園
■種　目　10km・５km（男女とも）
■参加資格　20歳以上
■参加料　3,000円
■申込締切　平成 19年１月 19日㈮
■問い合せ　市民体育館
　（  0944・88・3212）

熊本中央信交会チャリティー餅つき大会開催 !!
　熊本中央信交会（島崎慧治会長、会員 41人）では、福祉活動
の一環として毎年チャリティー餅つき大会を開催し、販売して
います。販売で得た利益は、町社会福祉協議会へ寄附しています。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
■と　き　12月 16日㈯　午前 10時～　■ところ　四王子神社
■問い合せ　熊本中央信用金庫長洲支店（   78 1001）

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 5129261 金属製品の梱包・軽作業（派遣） １人 不問 165,000円
43040－ 5061061 10ｔダンプ運転手 １人 不問 176,000～ 198,000円
43040－ 5027861 アルミサッシ加工（請負） ２人 不問 107,250円
43040－ 5019861 保育士 １人 不問 126,000円
43040－ 5012061 製缶工（請負） ２人 不問 211,200～ 220,000円
43040－ 4985861 大型運転手 １人 不問 270,000～ 330,000円
43040－ 4945061 雑工事作業員 ２人 18～ 50歳 161,000～ 184,000円
43040－ 4938361 材料生産ライン工 ５人 不問 137,565円
43040－ 4935961 住宅建材商品の製造及び運搬 20人 18～ 45歳 133,000～ 162,000円
43040－ 4924461 生産管理技術者 ２人 不問 160,000～ 300,000円
43040－ 4890061 船舶の冷凍設備工事 ２人 18～ 25歳 172,800～ 230,400円
43040－ 4885261 溶接工見習い ３人 18～ 28歳 120,000～ 250,000円
43040－ 4881161 作業員 ２人 不問 119,600～ 128,800円
43040－ 4841661 タクシー乗務員 ２人 不問 20,250円（歩合制）
43040－ 4807161 鉄筋工 ２人 18～ 45歳 156,000～ 240,000円
43040－ 4790861 船舶塗装工 ２人 18～ 30歳 147,000～ 168,000円
43040－ 4786361 造船足場架設・解体 ２人 18～ 30歳 220,000円
43040－ 4782861 溶接工 １人 18～ 28歳 154,000～ 176,000円
43040－ 4754261 圧力タンク製造（請負） ３人 18～ 40歳 184,000～ 276,000円
43040－ 4735161 建築塗装 ３人 18～ 40歳 200,000～ 250,000円
43040－ 4713261 玉掛け作業 ２人 18～ 35歳 165,000～ 180,000円
43040－ 4707461 准看護師 １人 不問 140,280～ 161,400円
43040－ 4681661 機械エンジニア（派遣） １人 不問 240,000～ 448,000円
43040－ 4667261 造船鉄工（請負） ２人 18～ 35歳 152,000～ 220,000円
43040－ 4611961 アルミ製品の機械加工（派遣） ３人 不問 157,500円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は 11月 21日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

高田町

平成 18年 11月 21日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成 18年 10月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

９・23 丹生　愛
あいな

七 女 雄　樹 腹　赤

９・25 大石　志
し ほ

穂 女 髙　志 東荒神

９・27 渡邉　栞
かんな

七 女 寿 向野北

９・27 河野咲
さ お り

緒吏 女 史 建　浜

９・28 長村　愛
まなか

叶 女 一　也 磯　町

10・１ 中山　詩
し ゆ

結 女 裕　介 平　原

10・４ 原田　小
こまち

町 女 北　斗 東荒神

10・６ 古賀　日
ひなた

菜 女 重　雄 向野北

10・８ 田上　魁
かいせい

誠 男 誠　剛 清源寺

10・12 橋本　紅
くれは

華 女 誠 建　浜

10・13 谷﨑　彩
あやね

音 女 裕　一 新　山

10・14 原　京
ひろこ

子 女 幹　生 古　城

10・16 田上　　愁
しゅう

男 徹 向　野

大川市

　

運
動
が
健
康
に
良
い
と
い
う
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
実
行
で
き
な
い
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

突
然
、
特
別
な
こ
と
を
す
る
の

で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
町
の
現
状
」

　

平
成
17
年
度
に
、
町
内
の
小
学

４
年
生（
１
４
６
人
）
と
中
学
１
年

生（
１
４
７
人
）
に
対
す
る
生
活
習

慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
の
方
に
は
、
集
団

健
診
時
に
生
活
習
慣
に
関
す
る
問

診
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
の
中
か
ら
、
運
動
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
中
学
生
の
運
動
の
現
状

　

小
学
生
・
中
学
生
共
に
、
８
割
以

上
は
部
活
動
な
ど
で
体
を
動
か
し

て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
６
割
の
中
学
生
は
、

平
日
は
毎
日
、
２
〜
３
時
間
運
動

し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
で
は
、
半
数
以
上
が
週

２
〜
３
回
で
、
１
〜
２
時
間
運
動

し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い
る「
体

力
・
運
動
能
力
調
査
」
に
よ
る
と
、

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
は
、
昭

和
60
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
低
下
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
外
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
時
間
の
減
少
と
、
生
活
の
利

便
化
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
を

動
か
す
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
将
来
的
に
国
民

全
体
の
体
力
低
下
に
つ
な
が
り
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
や
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
抵
抗
力
の
低
下
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

成
人
の
運
動
の
現
状

　
「
週
３
回
、
30
分
以
上
の
運
動
を

し
て
い
る
人
」は
30
代
女
、
次
に
40

代
男
女
が
少
な
く
、
そ
の
後
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
て
数
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
運
動
の
時
間
を
作
る
の

は
大
変
で
す
が
、
日
常
生
活
の
中

で
こ
ま
め
に
動
く
こ
と
を
心
が
け

る
こ
と
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
運
動
の
効
果

⑴
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が

る
①
血
圧
を
正
常
に
保
ち
、
高
血
圧

や
脳
卒
中
を
予
防
し
ま
す
。

②
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く

し
、
動
脈
硬
化
や
心
臓
病
を
予

防
し
ま
す
。

③
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
効
率
を
よ
く

し
、
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
す
。

④
肥
満
の
予
防
や
肥
満
の
改
善
に

有
効
で
す
。

⑵
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め

る
①
血
液
の
循
環
を
促
進
し
、
免
疫

機
能
が
高
ま
る
た
め
に
病
気
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
運
動
習
慣
の
あ
る
人
の
ほ
う
が
、

老
化
が
遅
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

⑶
疲
労
回
復
に
役
立
つ

①
軽
い
運
動
は
、
血
液
循
環
を
改

善
し
て
疲
労
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

②
精
神
的
な
疲
労
で
も
、
た
だ
休

む
よ
り
軽
い
運
動
を
し
た
ほ
う

が
疲
労
回
復
を
は
か
れ
ま
す
。

〜
お
す
す
め
の
運
動
〜

　

有
酸
素
運
動（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
）が
体
に
負
担
が
少
な
い

の
で
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
で
多
く
の
酸
素

が
体
に
入
り
、
心
肺
機
能
も
活
発

に
な
り
、
血
行
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

余
分
な
脂
肪
も
燃
焼
し
て
く
れ

る
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
も
い
わ

れ
て
い
る
内
臓
脂
肪
も
燃
焼
し
て

く
れ
ま
す
。

　

運
動
の
目
安
は
、
ニ
コ
ニ
コ
運

動（
少
し
き
つ
い
け
れ
ど
会
話
が
で

き
る
程
度
）で
、
週
３
回
程
度
を
20

分
以
上
で
す
。

　

寒
く
な
っ
て
体
を
動
か
す
機
会

が
減
っ
て
く
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

家
族
や
友
だ
ち
と
運
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（

 

65    

７
５
１
５
）

結
核
検
診
結
果
に
つ
い
て

　

11
月
７
日
に
実
施
し
ま
し
た
結

核
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
異

常
が
な
か
っ
た
方
に
は
通
知
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

異
常
が
な
か
っ
た
方
で
も
、
検

診
結
果
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（

 

65    

７
５
１
５
）

部活動に参加しているか

　1.文化部　　2.運動部　　3.部活動に参加していない　　（空欄）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生 10.2 8.2

0.6 

81.0

部活や習い事で体を動かしているか

　1.塾や習い事　　2.部活　　3.両方　　4.何もしていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生 28.1 17.820.533.6

週３日、１回30分以上運動していますか？

0

10

20

30

40

50

男

30代

女 男

40代

女 男

50代

女 男

60代

女 男

70代以降

女

24.1

5.0
9.4 9.7

21.3 22.6

34.3 33.4

43.3

34.4

運動している
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長

洲

短

歌

会

（
順
不
同
）

ハ
ー
ト
展
観
た
い
と
思
ひ
つ
つ
間
引
き
す
る

大
根
の
双
葉
ハ
ー
ト
の
か
た
ち

田
上　

信
子

ひ
と
ひ
ら
の
紅
葉
川
面
に
舞
ひ
落
ち
て

流
さ
れ
て
ゆ
く
彩
み
せ
な
が
ら

羽
田
野
月
子

今
日
の
日
に
わ
が
な
し
し
事
忘
れ
じ
と

手
帖
に
か
く
今
日
の
あ
か
し
に

城
戸
は
つ
え

血
圧
の
二
百
を
こ
ゆ
る
朝
方
に

亡
母
の
声
う
つ
つ
聞
き
お
り

山
下　

岩
光

栗
の
実
の
た
わ
わ
に
つ
き
し
窓
辺
よ
り

見
上
げ
る
空
の
青
さ
身
に
沁
む

浦
島
三
容
子

父
の
日
を
影
う
す
く
し
た
サ
ッ
カ
ー
が

列
島
の
夜
を
寝
不
足
に
せ
り

上
野　

豊
春

年末年始の行事
期　日 内　　　容 場　　所

12月３日㈰
～ 10日㈰ 子どもたちの作品展示会 町中央公民館

６日㈬ 家庭教育学級 長洲幼稚園

６日㈬ フレッシュアップセミナー 町中央公民館

10日㈰ 清里校区ごみ拾いウォーキング 清里校区内

10日㈰ 町人権教育講演会 ながす未来館

17日㈰ 町駅伝大会
子ども会駅伝大会

総合グラウンド～
名石浜周回コース

１月７日㈰ 長洲マラソン大会 総合グラウンド～
名石浜周回コース

８日㈪ 町成人式 ながす未来館

歓声沸きあがる！

子ども会ティーボール大会
　10月 15日、町総合スポーツセンターグラウンドにおいて、町
子ども会連合会ティーボール大会が開催され、33チーム約 400人
の子どもたちが熱戦を繰り広げました。
　大会の結果は、次のとおりです。

【高学年の部】 【低学年の部】
優　勝 建　　　浜 下 今 中 Ａ
準優勝 東　荒　神 建　浜　Ａ
３　位 新西新宮Ａ 建　浜　Ｂ

長洲町音楽愛好会　会員募集
　町音楽愛好会は、バンド結成以来 40余年を経、現
在 13人（平均年齢 55歳）で、ジャズ、ラテンから歌
謡曲まであらゆるジャンルの演奏により、各種催し、
慰問など幅広く活動しています。
　現在、ピアノ・ベース・トロンボーンの補充とその
他器楽演奏、ボーカルなど音楽に熱意のある方の会
員を募集しています。
　毎週土曜日夜７時から、中央公民館視聴覚室で練
習していますので、お気軽にお立ち寄りください。
なお、入会を希望される方は、福田（  78 1642）ま
でご連絡ください。

長洲町人権教育講演会
テーマ「子どもの人権」

■と　き　12月 10日㈰
　　　　　開場　午後１時 30分
　　　　　開会　午後２時
　　　　　閉会　午後３時 45分
■ところ　ながす未来館
■演　題　「親と子のあり方について」
■講　師　潮谷愛一氏（九州ルーテル学院大学教授）
■参加料　無料
■主　催　町、町教育委員会、県教育委員会
■後　援　町子ども会連合会、町ＰＴＡ連合会、
　　　　　町青少年育成町民会議
■問い合せ　生涯学習課

高
学
年
の
部
で
優
勝
し
た

建
浜
子
ど
も
会

▼

低
学
年
の
部
で
優
勝
し
た

下
今
中
Ａ
子
ど
も
会

▼

子どもたちの作品展示会
■と　き　12月３日㈰～ 10日㈰
　　　　　　（表彰式：12月 10日）
■ところ　町中央公民館（ロビー）
■主　催　町子ども会連合会
■問い合せ　生涯学習課
　※作品は、展示会終了後に返却します。

▲11月５日の子どもたちの文化祭で審査され入賞した、
　自由画とぬり絵の展示及び表彰式が行われます。

～体験航海という貴重な経験を
　　　　　　　してみませんか～

Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」参加者募集
　体験クルーズは、海や航海について学び、またホ
エールウォッチングなどの自然体験活動を行います。
■と　き　　平成 19年３月 26日㈪～３月 31日㈯
　　　　　　（５泊６日・いずれも船内泊）
■対　象　　小学校４年生～中学校３年生
■目的地　　東京港晴海ふ頭～東京都小笠原村（父島）
■使用客船　ふじ丸（23,235総トン）
■申込期限　12月 13日㈬まで
■参加費　　80,000円（交通費別途）
■申し込み・問い合せ　総合スポーツセンター

平成19年成人式
■と　き　平成 19年１月８日㈪ 成人の日
　　　　　受　付　午前９時 20分～
　　　　　開　式　午前 10時
■ところ　ながす未来館（文化ホール）
■対象者　昭和 61年４月２日から昭和 62年
　　　　　４月１日生まれの方。
　　　　　（案内状は、12月中旬
　　　　　に送付します。）
※本町出身で現在町外に在住して
いる方で参加希望される方は、
事前に生涯学習課までご連絡く
ださい。

受講者募集

家庭教育学級　「子育て講演会」
■と　き　12月６日㈬
　　　　　午前 11時～午後０時 30分
■ところ　長洲幼稚園（ゆうぎ室）
■演　題　「子育てにビタミン愛」
　　　　　～子どもと共に育ち合う～
■講　師　三浦佑子氏（心理カウンセラー）
■参加料　無料
■主　催　長洲幼稚園、町教育委員会
■問い合せ　長洲幼稚園（  78 4680）

第４回フレッシュアップセミナー
テーマ「裁判を通してみる個人破産」

　第４回（最終回）は、「個人破産」について学習し
ます。
　なお、今回は弁護士も来られます。お気軽に、
ご参加ください！
■と　き　12月６日㈬
　　　　　午後７時 30分～午後９時
■ところ　中央公民館（研修室）
■講　師　県金融広報アドバイザー　徳村美佳氏
　　　　　及び弁護士
■対象者　町内に在住または勤務する成人者
■定　員　30人
■申し込み　準備の都合上、事前に生涯学習課へ
ご連絡ください。なお、今年度受講登録された
方は、申し込みの必要はありません。
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劇団かたつむり公演

ながす未来館文化ホール　12月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

12／２㈯ ひと足早いクリスマスコンサート
神谷未穂クリスマスコンサート

生涯学習課
（  78００５３） 13：30／ 14：00～

当日券
大　人　1,100円
子ども　　600円

12／３㈰ ピアノ発表会 堺　　明子
（ 0944-57-0576） 13：00／ 13：30～ 無　　料

12／９㈯ 劇団かたつむり公演
「ガンバと素敵な仲間たち」 生涯学習課

（  78００５３）

上記をご覧ください。

12／10㈰ 長洲町人権教育講演会 13：30／ 14：00～ 無　　料

12／16㈯ 長洲保育所「クリスマス発表会」 長洲保育所
（  78２２８０） ９：10／９：30～ 無　　料

12／17㈰ 小鳩幼稚園「生活発表会」 小鳩幼稚園
（  68１１０４） 12：30／ 13：00～ 無　　料

12／23㈯ 腹赤保育所「クリスマス発表会」 腹赤保育所
（  78０４０６） ９：10／９：30～ 無　　料

12／24㈰ ピアノ発表会 田上みどり
（  74３７５１） 12：30／ 13：00～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。
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■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・長洲町図書館（  69２０６０）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

12月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

劇団かたつむり公演

年始は、１月３日㈬まで休館となります。

ながす未来館自主事業実行委員会共催事業

　劇団かたつむり創立 30周年記念公演
となる「ガンバと素敵な仲間たち」をなが
す未来館自主事業実行委員会との共催で
開催します。
■と　き　12月９日㈯
　　　　　開場 18：00／開演 18：30～
■ところ　ながす未来館文化ホール
　入場料　大　人　1,000円（当日 1,200円）
　　　　　子ども　　500円（当日 700円）
　　　　　親　子　1,300円（前売のみ）
※子ども券は、小学校から中学校まで
■プレイガイド
ながす未来館・荒尾総合文化センター・
大牟田文化会館・花いっぱいの地球村・
居酒屋悟空・チケットぴあ（シティーモー
ル内）
■問い合せ　生涯学習課（  78 0053）本を通して豊かな心を！

　子どもたちの健やかな成長を願い、町内各
小中学校で活躍されている読み聞かせボラン
ティアの活動状況を紹介します。
　腹栄中学校読み聞かせ

ボランティアグループ
代表　横田　真紀

　腹栄中学校の読み聞かせは、平成 16年度
から始まり、３年目となりました。年に６回と、
決して多くはありませんが、子どもたちが少
しでも多くの本や物語と出会える機会になれ
ばと、朝自習時に 12人で活動しています。
　小学校から聞いてくれているためか、読み
聞かせ中に、心がぽっと温かくなるような気
持ちの通じ合いを感じることもあります。
　子どもたちは、とても一生懸命聞いてくれ
ますので、興味のある方はぜひ読み聞かせボ
ランティアに参加してみませんか。皆さんの
ご参加をお待ちしています。
　また、現在グループ名を公募しています！

おはなし会（クリスマス特集）

　読書は、子どもが生きる
力を身につけていく上で欠
くことのできないものです。
「おはなし会」は、子どもと
本との架け橋になり、本好
きの子が増えることを願っ
て開催しています。
■と　き
　12月 16日㈯
　午前 10時 30分～
　　　　午前 11時 15分
■ところ
　ながす未来館研修室
■内　容　
　ブラックパネルシアタ
ー・エプロンシアターなど
クリスマスのお話がもりだ
くさん！遊びにきてね！

廃本リサイクル

　図書館で不要になった雑
誌を、無料で提供します。
■と　き
　12月 16日㈯
　午前 10時～午後５時
■ところ
　ながす未来館ロビー

魅力ある舞台づくりを目指して・・・！　「ながす未来館舞台講座」
　ながす未来館文化ホールで、いろいろな活動をされる皆さんの舞台活動の更なる充実を図
るために、次のとおり開催します。皆さんの参加をお待ちしています。
■と　き　12月６日㈬　午後２時 30分～　　■ところ　ながす未来館（メディアルーム）
■講　師　㈶熊本県立劇場プロデューサー　本田恵介氏

〈年末年始の返却について〉
　12 月 28 日㈭～平成 19
年１月３日㈬は、年末年始の
ために休館となります。
　この期間内に返却される方
は、返却ポストをご利用くだ
さい。
　なお、ＣＤ・ビデオは破損の
原因となりますので、１月４
日㈭以降に図書館カウンター
まで返却をお願いします。
　平成19年は、１月４日㈭
午前10時から開館します。
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～第38回定期演奏会開催～

　有明工業高等専門学校吹奏楽部では、次のとおり

第 38回定期演奏会を開催します。

　皆さんのご来場をお待ちしています。

■と　き　平成 19年１月６日㈯

　　　　　開場　午後６時、開演　午後６時 30分

■ところ　大牟田文化会館（大ホール）

■曲　目　元禄、アイネクライネナハトムジーク、

　　　　　宇宙戦艦ヤマトなど

■入場料　無料

■問い合せ　有明工業高等専門学校吹奏楽部顧問　

　　　　　　村田（ 0944・53・8654）

　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
　そして太りやすくなります。

　チンゲン菜には粘膜の保護や、視力低下の予防に効果の
あるβ－カロテンやビタミンＣが多く含まれています。
　くせのない味で、カルシウム、カリウム、鉄などのミネ
ラルも豊富です。
　茎の切り口が白っぽい新鮮なものを選びましょう。

〔作り方〕
①チンゲン菜は、根元を切り落とし、３等分に切る。小
ねぎとしょうがは、みじん切りにする。

②ボールに小ねぎとしょうがのみじん切りと調味料を加
えて、よく混ぜる。

③中華鍋にサラダ油を熱し、チンゲン菜を炒め、水１／
３カップを加え、ふたをしてひと煮立ちさせる。
④汁気をきって器に盛り、②をかける。熱いうちにいた
だきます。

〔材料（２人分）〕
●チンゲン菜　　 ２株（200g）
●小ねぎ　　　　10g
●しょうが　　　10g
●サラダ油　　　大さじ1/2
●調味料
　醤油　　　　　大さじ1/2

　酢　　　　　　大さじ1/2
　ごま油　　　　大さじ1/2
　砂糖　　　　　小さじ1/2

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　79kcal
塩分　0.6ｇ
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長洲町食生活改善推進員協議会

〈野菜編〉

岡田　優太ちゃん
ゆうた

パパ　圭　一さん
ママ　聡　美さん〈腹赤新町〉

　ごはんをもりもり食べる元気いっぱいの男の子で
す。歩くのが上手になってきて、笑顔で歩いてだっ
こされに来ます。思いやりのある優しい子に育って
欲しいです。

梅村　俊英くん 清里小　３年〈駅　通〉

　好きな科目は、体育です。保育園の時から、少林
寺拳法を頑張っています。将来は、プロ野球選手か
プロサッカー選手になりたいです。

しゅんえい


